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自己紹介

使用ソフト

就職希望
デバッカー
ゲームテスター

休日の過ごし方・趣味
音楽
ゲーム
雑学を見る
漢字

私は創造性と問題解決能力に自信が
あります。
ヒューマンアカデミーとヒューマン
キャンパスのぞみ高等学校での併学を
通じて専門知識を深めチーム制作で
これらのスキルを磨いてきました。
特に、チームプロジェクトでの課題に
対して創造的な解決策を提案し、成果
を上げた経験があります。
課題を分析し、柔軟に解決策を見つけ
る力やチームと連携して目標を達成す
る能力を活かし、今後も新たな挑戦に
貢献したいと考えています。
ゲームが好きなのでゲームに携わる職
業に就きたいです。



このゲームのゲーム性に惹かれ
ました。
多彩なキャラが豊富でそれぞれの
スキルや特性を生かして脱出や全
滅を狙うというところに
惹かれました。

ストーリーが充実しており、
ギミックなども新鮮さに惹かれ
ました。他にもグラフィックの
レベルが高く映画を見ている感覚
になります。

好きなゲーム
崩壊スターレイル

漢字でGO

第五人格

漢字が趣味という事もあり、
このゲームにすぐハマりました。
ジャンルごとに遊ぶことが
できるので部分的や段階的に学ぶ
ことができるところに惹かれ
ました。

多彩なカードでデッキを組めて、
入れるカードが少し違うだけで、
立ち回りや内容がガラッとかわる
奥深さにはまりました。
一試合の対戦時間が短く手軽に遊
べるゲームです。

SHADOWVERSE



制作物

一枚企画書



シンプルかつわかりやすいようにまとめました。
ゲーム画面を中央に配置し、周りの金魚に必要な情報を短くし、見やすさを
意識しました。
また、少ない情報でどう伝えるかという部分に苦労しました。



どうしたらゲームサイクルの面白さを出せるかの表現に苦労しました。
また、ゲームの構成や流れをわかりやすく伝えるために矢印で表す
工夫をしました。



コンテストに応募したペライチです。
「直」というテーマで作成しました。
配色や構成を意識しながら作成し、まとまりの良い作品ができました。



制作物

企画書



１年生の最後に制作した企画書です。
制作時間は約8時間で、
大事にしたポイントは「オリジナリティ」
です。
旅とレシピというテーマをどうやって
組み合わせるべきか苦労しましたが、
うまくまとめる事ができました。





ハイパーカジュアルゲームの企画書です。
制作時間は約12時間で、
大事にしたポイントは「シンプルな操作」
です。
単純なアクションで他のゲームと一味違った
ものを作るのに苦労しましたが
自分らしい企画書が作れました。







制作物

仕様書



ハイパーカジュアルゲームを考え、
仕様書を切りました。
どこにどのような広告を入れるかも
意識しながら全体の構成を作成しました。





制作物

チーム制作



初めてのチーム制作でのゲームです。
ステージづくりや仕様書に重きを置いて活動しました。
unityにオブジェクトを直接配置してステージを作りました。
初めてで全体的に苦労しましたがレベルデザインをバランス良くするために
ステージの長さやオブジェクトの距離感を意識しながら作成しました。
仕様書では全体的にバランスの良いものを作成できるように意識しました。



ＵＩに必要な素材やレイアウトなど
画面の仕様を切りました。
見やすい画面を意識して作成しました。

ゲームの進み方をフローにしました。
仕様変更のたびに見直す必要があり
何度も修正しました。



タイトルの画面に必要なＵＩの仕様を
切りました。
全体的なバランスのよさを意識して
作成しました。

操作の詳細を切りました。
簡単な言葉でわかりやすく伝えること
に重きを置いて工夫しました。



操作方法をわかりやすく伝えるため
に画像だけではなく、操作説明欄を
意識しました。

宝石の矢印で方向を表すにはどこに配置
をすればいいか工夫しました。



2度目のチーム制作での作品です。パズルゲームなので、色の組み合わせや
パネルの切り替えが重要なゲームを作成しました。ステージづくりや発注書の作成を積極
的に行いました。
選択時、非選択時のUIだけでなく音量設定バーなどの発注も切りました。
ステージづくりでは段階的な難易度にできるよう試行錯誤を繰り返し、ギミックを組み
合わせてバランスのよいレベルデザインを実現しました。



SEリストでは、そのゲームにあうSEを探すのに苦労しました。
UI作成では色合いなどの組み合わせを意識して作成しました。
フローチャートは全体の流れを細かくわかりやすく作れるよう意識しました。
発注書は細かな情報とイメージを記入することでわかりやすいものを作成しました。



音量設定バーのUIを手がけました。
色合いやボタンの形をどのようにすれば
わかりやすく良いものになるかを悩みました。
全体的に統一感のある色にすることで見やすいものを
作成することができました。


	スライド 1: ポートフォリオ
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3: 好きなゲーム
	スライド 4: 制作物
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 制作物
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 制作物
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: 制作物
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24

